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Abstract : The purpose of this study was to investigate the changes of rhythm in babbling, we analyzed the
pattern of infants’ vocalization using NTT Infant Speech Database.
Firstly, the utterances produced with three sounds by four infants when they were eight months, 12 months
and 17 months old were selected by three raters. The ratios of the utterances consisting of three sounds that
were pronouncing at the same intervals were calculated in each age group and compared. The result showed
that the difference of the ratios between the each age groups was not significant against our assumption.
Second, the ratios of the utterances consisting of three short sounds（light syllable or canonical babbling in
Japanese）that were pronouncing at the same intervals were calculated in each age group and compared. The
result showed that the number of the utterances increased marginally with age in month.
The utterances that did not consist of three short sounds but three sounds pronouncing at the same inter-
vals included moraic phonemes or“special moras”（heavy syllable in Japanese）in every sound and these spe-
cial mora phonemes were investigated and listed. The result showed that geminate consonants and elongated


















（QRN ; quasi resonant nuclei）という母音的な音声となる。この半共鳴核では 1200 Hz 以下の周波数帯域にエネル
ギーが集中する。
2）第 2段階（GOO 期；GOO stage, 2～3ヶ月齢）
この時期の音声は，GOO または，COO と呼ばれ，母音的音声（核）に原初的な子音的音声が伴うものである。
GOO は一般にクーイングと呼ばれておりこの時期の非反射的音声の約 25パーセントを占める。GOO はまた，
「プレジャー・クライ；pleasure cry（Wasz-Höckert, Lind, Vuorenkoski, Partanen, & Valanne, 1968）」とも呼ばれ，乳
児が快の状態にあるときに多く観察される。GOO の出現により，養育者との音声相互作用が増す（Kaye, & Fo-
gel, 1980）。この時期においても声道の共鳴はまだ十分ではなく，子音と母音の核のタイミングも不規則ではある
が，通常の声帯振動と調音を同時に行うことができるようになる。
3）第 3段階（拡張期；expansion stage, 4～6ヶ月齢）
この段階には様々な種類の音声が発せられるようになり，一人でいるときにも自発的に音声を発することが多













4）第 4段階（規準喃語期；canonical stage, 7～10ヶ月齢）
この時期には規準喃語（canonical babbling）が発せられる。この音声では，/bababa/, /dadada/ というように子音
と母音が通常の言語音と同様に安定したタイミングで発せられる。同じ音節が発せられることが多いため，反復
性の喃語とも呼ばれる。この規準喃語の発現によって養育者は乳児が話し始めたように感じる。規準喃語は成熟
に依存する万国共通の傾向があり，子音では閉鎖子音 /b/, /t/, /k/，鼻子音 /m/, /n/，半母音 /j/, /w/ 摩擦音 /h/ が，
母音では舌の位置が中程度か低い前舌母音及び中舌母音が多く観察される（Locke, 1983）。
４４ 甲南女子大学研究紀要第 48号 人間科学編（2012年 3月）
5）第 5段階（非重複性の喃語期；variegated babbling stage, 11～12ヶ月齢）






声言語の成立において特に必要なものであるということが，聴覚障害児の音声発達の観察（Oller et al., 1985）か
ら考えられている。また Oller, Wieman, Doyle, & Ross（1975）の調査によると，規準喃語と初語には音韻面で類
























開始年月 終了年月 期間（月） 月数 時間 回数
kk2） 1988/05 1990/10 0−30 25 161 316
sk（兄） 1990/06 1994/11 0−54 50 140 720
mk（妹） 1995/02 2000/02 0−59 50 106 691
sa（姉） 1991/06 1996/06 0−60 61 68 398












2. 3. 1．喃語の 3音4）等時音声に着目する理由
日本語の獲得過程にある 1歳前後の子どもの喃語や日本語の音声表現には，3音ひとまとまりのリズムフレー
ズ（例：/a−a−a−/）が特徴的にみられることが，多くの研究者によって指摘されている（志村 1991／南 1991／永
田 1981／伊藤 1978）。研究者によっては，3音節の音声表現のあとに休止を入れて 4拍のまとまりとして捉えて
いる場合もあるが，それには 4音という音数が音声表出の単位としてのまとまりをもたらしやすいという日本語
に特徴的な等時性を持った枠組みが機能していること（坂野 1996）が考えられる。筆者らが本研究に先駆けて行





2. 3. 2．データ分析で 8ヶ月・12ヶ月，17ヶ月に焦点を当てた理由
前言語期から言語期への移行過程においては，およそ生後 1年で初語が出現し，その後 1歳前期で 1語発話期
が始まり，1歳後期から 2歳くらいにかけて 2つの語を結びつける 2語発話期が始まるといわれる。
本研究では，「NTT 乳幼児音声データベース」から，8ヶ月，12ヶ月，17ヶ月のデータ分析を試みた。特定の
12ヶ月と 17ヶ月の月齢に焦点を当てたのは，先に挙げた一連の筆者らの観察研究の対象児に初語が出現したの






ヶ月に焦点を当てることについて先述したが，「2. 1．」に示した「NTT 乳幼児音声データベース」の 4児の当該
月齢全体の音声（発話音声ファイル）データ数は表 3のとおりである。
表 3 分析対象発話音声データ数（月齢別）
8ヶ月齢 12ヶ月齢 17ヶ月齢 全月齢
sk 136 1727 351 27944
mk データなし 276 363 16299
sa 507 231 388 27878
ma 280 540 614 30268
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表 5の 4児の 12ヶ月と 17ヶ月を比較すると，3音のデータ数の内の 3音等時音声の割合は，sk が 53％から 60
％に，mk は 45％から 55％に増えているが，sa は 54％から 39％へ，ma は 70％から 66％へと減少しており，
喃語期において 3音等時音声の変化の傾向はみられなかった。そこで，12ヶ月ではすでに日本語のリズム構造で
ある等時の音声が増加した後なのではないかと想定し，8ヶ月齢の 3音をピックアップし，その中で 3音等時音
声の割合を出してみた。4カ国（日本，中国，韓国，米国）の計 8名の乳児の喃語について F 0パタンを比較し
た市島（1989）の研究では，10ヶ月で言語環境の特徴がみえはじめることを明らかにしており，8ヶ月では等時
音声の割合が相当低いことを予想したが，ma はいくらか 3音等時音声が少ないが，sk, sa では特筆すべき傾向は
なかった（表 5，図 1）。8ヶ月においても，図 2や図 3のような非常にまとまりのある 3音等時音声が観測され
表 4 3音の音声データ数
8ヶ月齢 12ヶ月齢 17ヶ月齢
sk 9 102 35
mk データなし 22 38
sa 61 24 18
ma 33 33 58
表 5 4児の 3音の音声データ中「3音等時音声［R］」のデータ数とその割合
sk mk sa ma
月齢 8 12 17 12 17 8 12 17 8 12 17
喃語全体 9 102 35 22 38 61 24 18 33 33 58
［R］の数※ 4 54 21 10 21 32 13 7 12 23 38
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ている。
3. 2．短い 3音等時音声の割合
予想された 12ヶ月から 17ヶ月への 3音等時音声の増加がみられず，加えて 8ヶ月の 3音等時音声の割合につ
いても 12, 17ヶ月との差異がみとめられなかったことから，3音等時音声の中でも日本語のモーラと同程度の長
さ（軽音節相当）に聞きとられる短い音声（基準喃語）を抽出してみることにした。
表 6（図 4）にあるように，短い 3音等時音声（△）は sk, sa, ma において 17ヶ月には増加していた。この結
果は，1章で言及した Oller による「規準喃語から音声言語への連続性」を裏付けるものである可能性がある。こ









図 2 sk（8ヶ月）による AGE（音名）の音高の音声 図 3 sa（8ヶ月）による拍節感のある音声
図 4 4児の 3音等時音声［R］データ中短い 3音等時音声（△）の比較
表 6 4児の 3音等時音声［R］データ中，短い 3音等時音声（△）のデータ数とその割合
sk mk sa ma
月齢 8 12 17 12 17 8 12 17 8 12 17
喃語の［R］全体 4 54 21 10 21 32 13 7 12 23 38
△の数 0 5 6 2 3 6 3 4 2 2 13
△の割合［％］ 0 9 29 20 14 19 23 57 17 9 34
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期（10語期）で 56％，第Ⅲ期（30語期）で 56％，第Ⅳ期（60語期）で 52％と示し，Ⅳ期において軽音節がや










「q q q（3 音とも促音）」が最も多く，「l l l（3 音とも長







表 7 短い 3音等時音声（△）と，短くない 3音
等時音声の特殊拍の連続
（促音 q・長音 l・撥音 n・二重母音 w）
※1, 2, 3は 1音目，2音目，3音目
※1 2 3 合計 8 M 計 12 M 計 17 M 計
△ 51 8 12 31
q q q 47 5 27 15
l l l 19 3 7 9
l l q 16 5 6 5
q l q 11 2 4 5
q q l 11 4 5 2
n l q 8 3 3 2
w w q 6 1 5 0
l n l 6 1 0 5
w l q 5 3 2 0
q l l 5 3 1 1
n l l 5 2 1 2
n n q 5 1 2 2
w l l 4 0 2 2
q w q 4 0 1 3
l l w 4 0 4 0
l n q 4 0 2 2
l w l 4 1 2 1
n q q 3 1 1 1
w q q 2 0 1 1
q l w 2 1 1 0
q n l 2 0 1 1
q n q 2 0 1 1
n n l 2 0 1 1
n n n 2 1 0 1
l q q 2 0 1 1
l w q 2 0 2 0
w n l 1 0 0 1
w n n 1 1 0 0
w w l 1 0 1 0
w w w 1 0 1 0
q q n 1 0 0 1
n w l 1 0 1 0
n w w 1 0 1 0
l l n 1 1 0 0
l n n 1 1 0 0
l q l 1 0 0 1
244 48 99 97
図 5 短い 3音等時音声（△）と，短くない 3音等時音声の特殊拍の
連続











感のある音声」が，本分析の 3音等時音声中においても，12か月で 5％，17か月で 15％程度観察された。（例と




ると仮定し，12ヶ月と 17ヶ月の喃語の，それぞれ 3音と聞き取られる音声の中で 3音等時音声が占める割合を
聴取判断により抽出し比較した。その結果，12ヶ月と 17ヶ月での 3音等時音声の割合に差が無く，加えて調べ

















図 6 sk（12ヶ月）による 3音目が高い音声 図 7 mk（17ヶ月）による 3音目が高い音声
図 8 sk（17ヶ月）による 3音目が高い音声
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